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【特集】

01視覚障害者と音楽
その現在と末来
三好俊行

＠ルポ⑥

22四つの願いは運動の目標
第4回全国盲ろう者大会イン東京
斯波千秋

@ talk to talk @ 

28ローヴィジョン、その福祉・医療・教育
高柳泰世／藤野克己

＠ポランティア最前線⑥

43善意とアイディアと意欲のグルーカ
「点訳木曜会」の昨日と今日そして明日
岩山光男 ム
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点訳のパートナー

情報化時代に適応した高性能、低価格な点字プリンターとして

パーソナルからグループまで幅広くご活用いただけます。

＊パーソナルユースに大好評．~/

オーツキプリンター BT-3000型

価格48万円
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●特長

1.両面印刷機能をサポートしています。
2.用紙の頭出しガ（表・裏面）ワンタッチ
でできます。

3.連続用紙の使用で1セット1.000枚の
プリントガ可能です。

4.点字サイズは日本標準サイズです。
5.小型軽口のだめ場所を取らず、扱いも
箇単です。

6.各種の点訳ソフトに対応しています。

＊インデックス社製・高性能点字プリンター ●特長

ブレイルエベレスト 1.インターポイント又はインターライン

瓢

による両面印刷ガできます。（点字サイズ
ピッチは日本／欧米仕様に切換可能）

2.単票用紙ガ＿度に100~150枚セットで
きます。

3.フロンt-バネルは日本駐音声により確
認操作ガできま可。

4. ED字速度は5段階で最大田秒100文字
の印字ガできます。

5. 40万字の大容四バッフアを装備してい
ま可。

6.屈大999部の文むコピーガできます。
価格68万円 ］インターフェ＿スはバラレル及びシリ

アルで自動切換えで可。

浜当社では、ユーザーの皆様ガ安心してお使いいただけるよう、確実と信頼を実証しております。--Iて•テつJエ~I-株式会社総合企画研究所
TECH NOL EIGHT — 

丁 192 東京都八王子市片倉町 3 5 8 番地
TEL0426 (37) 0592 FAX 0426 (37) 0593 



大成功の富士登山

名古屋周辺の視覚障害者を中心

に毎年実施されてきた“晴盲合同

キャンプ＇は、 30回記念を迎えた

今年、 7月30~31日にかけて富土

登山にチャレンジ。薄れゆく視力

の中で認めた一つの星、自分と同

じ高さに上った大きく明るい半月、

苦しい呼吸、 7合目から8合目に

かけての高山病の症状、到達した

頂上での歓喜……参加した一人一

人がそれぞれの胸に刻んだ富土山

です。



田中真紀子科学技術庁長官が日点を視察
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父の故角栄氏が病床に伏して以来、福祉に強い関心をもつように

なった田中真紀子科学痴術庁長官は、 8月22日、井出正一厚生大臣

と共に日本点字図書館谷中仮事務所を視察しました。田中長官は平

成 2年6月から半年ほと自らが書いたエッセイ 『時の過ぎゆくまま

に』の録音で日点へ適ったことがあり、日点とはそれ以来の付き合

い。 “縦割り行政の改善”をと井出大臣を誘って訪れました。視察

後の記者会見で田中長官は「我が国は、経済成長の面では進んでい

るが、健常者ばかりに巨が向いている。障害のある人たちの悩みや

苦労にもっと素直な気持ちで人間の善意や労働力をふりむけていく

べきではないかと考えている」と語りました。





立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



編集後記

本号は芸術の秋にふさわし く特集で洋楽をとりあげました。 「視覚障害者

と音楽―その現在と未来」です。筆者は「芸術の世界には障害という二重

三重のハンディはない」と言っておられます。とても心強いことで、それが

全ての世界でそうあってほしいと思います。大学進学の専攻でベスト 3を挙

げますと、社会福祉、英語、音楽だと思います。邦楽については先行きが暗

いと言われていますが、若い人達にぜひ頑張ってもらいたいと願っている分

野です。

谷合侑氏のご協力をいただき、年末を目指して 「進めよう視覚障害者の大

学進学と職域拡大』 （仮題）をまとめております。本会が目的としています

三本柱のうち、いちばん遅れているのが職域の拡大で、確かに職域は広がり

つつありますが、 クリア ーしなければならない壁は厚く、大所高所からの働

きかけがまだまだ必要だと思います。今後も本誌を通して皆様の理解と支援

の輪を広げていかれればと思っております。
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